４　藤田嗣治と愛書都市パリ
―花ひらく挿絵本の世紀―
Tsuguharu Foujita and Illustrated Books in 20th Century Paris

会期：平成24年9月15日(土)～11月11日(日)
会場：北海道立近代美術館　特別展示室
主催／北海道立近代美術館、北海道新聞社
後援／北海道、北海道教育委員会、札幌市、札幌市教育委員会、北海道PTA連合会、北海道小学校校長会、北海道中学校校長会、北海道高等学校長協会、北海道私立中学高等学校協会、社団法人北海道私立専修学校各種学校連合会
企画協力／林洋子（京都造形大学准教授）
特別協力／東京国立近代美術館、ランス市立図書館、集英社　
協力／ＪＲ北海道
企画・運営協力／キュレイターズ

ヨーロッパにおける挿絵本の歴史は古く、書物としての価値だけではなく、芸術作品として一つのジャンルを形成している。各時代、画家が本の内容に自らの解釈とイメージによる挿絵を描き、文字と一体化した美しい挿絵本を生み出した。とりわけ19世紀末から20世紀にかけては印象派をはじめ新しい美術の潮流が挿絵本の世界に大きな変化をもたらした。画商ヴォラールはボナールやピカソ、シャガールら当時の著名な画家たちに依頼して刺繍や小説に版画による挿絵を付した限定版の挿絵本を世に送り出した。藤田嗣治がパリに渡った1913年はこうした挿絵本興隆の時代のさなかにあり、藤田はサロン・ドートンヌの会員に推挙された1919年に最初の挿絵本≪詩数篇≫を手がけている。1921年には同展に裸婦像を出品、後に「すばらしき乳白色の地」と絶賛される画風により一躍パリ画壇でゆるぎない地位を確立し、挿絵本制作にも精力的に取り組み始めた。
本展では1910年代以降に制作が始まり、戦後に至る藤田の挿絵本を一堂に集めて展示。知られざる藤田芸術の一面を紹介し、好評を博した。また、あわせて藤田が活躍した両大戦間のパリを中心にエコール・ド・パリの画家たちが手掛けた挿絵本や油彩画もとりあげ、総点数126点により近代ヨーロッパにおける挿絵本の魅力や背景を紹介した。

●展示構成
第Ⅰ部：藤田嗣治の挿絵本
Ⅰ-１愛書都市パリ－文学者たちとの協働　
Ⅰ-２記憶のなかの日本　
Ⅰ-３フランス文化との対話
第Ⅱ部：エコール・ド・パリの挿絵本とその時代
Ⅱ-１花ひらく挿絵本の時代　
展覧会、画商、出版社、版画工房／文学と美術の交差－詩人、小説家と挿画
Ⅱ-２秩序への呼びかけ
古典古代への憧れ－「ダフニスとクロエ」の競演
フランスへの眼差し－時代背景としてのナショナリズム
両大戦間におけるパリ風景のイメージ
寓話集－フランス文化の精髄

●印刷物
ポスター／B2判
チラシ／A4判
観覧券／縦16.0×横7.0㎝

●図録
B5判変形（175×175mm）／120ページ 
編集：佐藤幸宏、土岐美由紀、薗部容子、水野昌美、ユリス・エック＝コキール
テキスト：アドリン・アザン「フジタとランス」／林洋子「本を読む、本を装う－『愛書都市』パリでの藤田嗣治」／瀬尾典昭「ポール・クローデル著作のなかの藤田」／石尾乃里子「『海龍』をめぐって－藤田とコクトー、記憶のなかの日本」／佐藤幸宏「挿絵本の時代」／間瀬幸江「エルミーヌ・ダヴィッドとジャン・ジロドゥー」／佐藤幸宏「≪ダフニスとクロエ≫に見る古典への回帰」／柳沢弥生「愛書都市パリの変容－『タブロー・ド・パリ』から『パリ1973』へ」／石尾乃里子「ラ・フォンテーヌ『寓話集』の系譜」
章解説：佐藤幸広
作品解説：佐藤幸広、柳沢弥生、石尾乃里子、水野昌美
関連年表：薗部容子
翻訳：エリカ・ペシャール＝エルリ、渋谷拓、ユリス・エック＝コキール
撮影： 田島昭（タジマスタジオ）、大滝恭昌（スタジオK2）
デザイン・制作：榛澤広己、宇澤佑佳
印刷：アベイズム株式会社
発行：株式会社キュレイターズ

●作品輸送・展示
ヤマト運輸株式会社

●会場造作
株式会社六書堂

●関連事業
［講演会］
日時：9月15日（土）　午後2時～3時30分
「本を装うひと　藤田嗣治」
講師：林洋子氏（京都造形芸術大学准教授）
会場：講堂 

［特別講座］
日時：9月29日（土）　午後2時～3時
「デシナトゥール（挿絵画家）としてのジュル・パスキン」
講師：柴勤（当館学芸部長）
会場：映像室 

［特別講座］
日時：10月27日（土）　午後2時～3時
「近代ヨーロッパの挿絵芸術をめぐって」
講師：佐藤幸宏（当館学芸第一課長）
会場：映像室 

［ミュージアム・コンサート］
日時：11月3日（土・祝）　午前の部 午前11時～12時　午後の部 午後1時30分～2時30分 
「音と絵のあるパリ風景」
講師：午前の部　ソプラノ 早坂佳子氏　ピアノ 影山裕子氏
午後の部　ヴァイオリン 小林佳奈氏　チェロ 中島杏子氏　ピアノ 影山裕子氏
午前・午後とも　お話 佐藤幸宏（当館学芸第一課長）
会場：１階ホール

［ホテルオークラ札幌主催「芸術家たちの美と食を愉しむランチ＆トーク」］
日時：9月20日（木）、10月25日（木）　各日午前11時30分～
講師：9月20日（木）：薗部容子（当館学芸員）
10月25日（木）：土岐美由紀（当館主任学芸員）
会場：特別展示室、ホテルオークラ札幌

［シンポジウム］
日時：10月4日（日）　午後1時～4時50分
「両大戦間パリの挿絵本文化をめぐって」
会場：講堂
コメンテーター：クリストフ・マルケ氏（日仏会館）
基調講演「美術と文学の交響―日本とヨーロッパ」					
講師：芳賀徹氏（東京大学名誉教授、静岡県立美術館館長）	
発表「両大戦間パリの挿絵本に見る日本―藤田嗣治を中心に」
話者：林洋子氏（京都造形芸術大学准教授）
発表「『読み手』としての挿絵画家―エルミーヌ・ダヴィッドの場合」
話者：間瀬幸江氏（早稲田大学文学部演劇映像コース助教）
発表「両大戦間の挿絵本における古典主義について―『ダフニスとクロエ』を中心に」
話者：佐藤幸宏（当館学芸第一課長）
発表「変容する都市の肖像―『タブロー・ド・パリ』と『パリ1937』」
話者：柳沢弥生（北海道立函館美術館学芸員）

［ギャラリー・ツアー］
[bookmark: _GoBack]６団体

●主な新聞・雑誌記事
北海道新聞　9月9日（日）、9月11日（火）、9月16日（日）、10月1日（月）夕刊、10月12日（金）、10月13日（土）、10月29日（月）、11月8日（木）、11月9日（金）
読売新聞　8月30日（木）
日経新聞　8月15日（水）
週刊新潮　9月6日（木） 

